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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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10月13日、河野デジタル大臣が、

マイナンバーカードと健康保険証

を一体化し、2024年秋までに保険

証を廃止する方針を表明したこと

に、「カード取得強制は法律違反」

など撤回を求める声が広がってい

ます。マイナンバー制度のねらい

は何か、自治体情報政策研究所代

表の黑田充さんに聞きました。

マイナンバー制度とは
2015年、政府が日本に住むすべての国民、外国人に

生涯変わらない12ケタの番号をつけ、市役所や都道府

県庁、税務署、日本年金機構、健康保険組合などにある

個人情報を〝紐づけ〟して、行政などが活用できるよ

う施行した。翌年から希望者に対し、顔写真やＩＣチッ

プが入った「マイナンバーカード」が交付されている。

マイナンバーカードに関わる政府の方針

2023年３月末 全国民への交付をめざす

５月11日 アンドロイド端末スマホへのカ

ード機能搭載

2024年秋 従来の保険証を廃止し、「マイ

ナ保険証」に切り替え

2025年３月 運転免許証との一体化

くろだ みつる 大

阪経済大学元非常勤

講師。著書に『あれ

からどうなった？

マイナンバーとマイ

ナンバーカード 待

ち受けるのはプロフ

ァイリングと選別』

（日本機関紙出版セ

ンター）など多数。

マイナンバー問題でおしゃべり
神奈川・藤沢支部さくらんぼ班 健康体操小組
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